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要 旨

在日短期留学生と日本人学生の混合クラスで試みられた､異文化間ソーシャルスキルの学習セッショ

ンについて報告する｡行動療法の背景的理論である学習理論に基づき､留学生が日本で必要となるソー

シャルスキルを､小集団でのロールプレイを用いて認知行動的に学習するセッションが行われた｡日本

人学生は､留学生の学習を促す補助役を務めた｡記録用紙を用いた参加者による自己報告をみると､セ

ッションによって､留学生の認知や感情や行動に変化が生じており､日本文化がより理解できた､異文

化での振る舞いに不安が減り自信が増した､うまく振る舞えるようになったなどの報告が得られた｡日

本人学生は自他の文化への学習の動機付けと､異文化滞在者の支援意欲が高まり､文化仲介者としての

営みにより習熟したと述べている｡この教育的機会の設定が､学内での両集団の交流に役立つことが期

待される｡

[キーワード:留学生､日本人学生､異文化間ソーシャルスキル､ソーシャルスキル学習】

Summary

ThepurposeofthlSpaperistoreportonacross-culturalsocialskillsleamlngSeSSIOnlnamixedclassof

short-termexchangestudentsinJapanandJapanesestudents.Thesessionwasbasedonatralnlngtheory

knowntobeusefulinbehaviortherapy.Ⅰnthesession,internationalstudentscognltivelyandbehaviorally

leanedthesocialskillsneededtoliveinJapanthroughrole-playswi仙insmallgroups.Japanesestudentsalso

JOinedthesessionashelperstofacilltatethelearnlngOftheintemat10nalstudents.Theresultsofaquestion-

naireshowedthatthebehavioroftheinternatlOnalstudentsandtheirunderstandingoりapaneseculture

changedthroughthesesslOmInthequestionnaire,theintemationalstudentsansweredthattheyhadlessanxi-

etyandmoreconfidenceintheirbehaviorinJapanandthattheyfelttheycouldbehavebetteraftertheyattend-

edthesession･Moreover,itwasfoundthattheJapanesestudentswerewillingtoleanmoreaboutbo払their

owncultureandthecultureofothersandtohelpforelgnerSaSCross-CulturalmedlatOrSbyputtlngtheskills

theylearnedinthesessionintopractice.Lastly,ltWOuldbereasonabletoexpectthatthiseducationalsessionis

helpfulinfosteringcrossICulturalcommunicationbetweenlntematlOnalstudentsandJapanesestudents.

[Keywords:intemationalstudents,Japanesestudents,cross-culturalsocialskills,socialsklllsleaming]
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Ⅰ.はじめに

日本の国公私立大学362校を対象に実施した､横田

(2006)による調査の報告書によれば､今後の外国人留

学生の受け入れを ｢大いに増やす｣｢少し増やす｣と回
答した大学は､112枚 (31%)であったという｡これに

｢現状維持｣と回答した94校 (26%)を加えると､合計

57%となる｡すなわち約3分の2の大学が､留学生の受

け入れを維持または拡大したいという､肯定的な姿勢を

持っている｡特に国立大学は､私立大学や公立大学に比

べて､留学生受け入れの増加方針を持つ大学の割合が高

いとされ､今後の受け入れの増加が予想されると述べて

いる｡横田は､こうした受け入れの増加方針の理由につ

いてもまとめている｡その中で､｢大学間交流協定締結

に基づく､短期留学生の漸増をEl指す短期プログラム拡

大型｣と許された､いわば短期間の交換留学を増やす形

で拡大路線を取る大学が､少なからず存在することが指

摘されている｡実際､1995年に国立大学3校に上記の交

流協定が締結されて以来､現在は28の国立大学法人で

全国に短期交換留学プログラムが広まっている (文部科

学省高等教育局学生支援課､2006)｡更に私立大学でも､

類似の短期間のプログラムが数多く推進されているとい

う現状にある｡ただし短期留学に限らず､外国人留学生

と ｢日本人学生との交流が進まない｣ことを､受け入れ

に伴う問題点として認識する学校は67校 (23.2%)に

も及ぶこと (横田､2006)は注目される｡これは受け入

れ側の大学のみならず､留学生本人にとっても克服すべ

き課題と考えるべきであろう｡では増加しつつある短期

間限定の留学にとって､これがなぜ特に気になるのか｡

それは彼らの在日期間が比較的短く､多くは1年程度で

しかないためである｡日本のやり方に慣れるだけでもか

なりの期間を費やしてしまうとみるなら､日本人学生と

の交流を進めていくには､時間的な制限がいっそう大き

なハードルとなることが予想される｡

こう考えていくと短期留学の増加が､交流が進まない

として問題視される状況を悪化させかねないことが危倶

されよう｡日本人との交流を効果的に進める方法を学習

する､教育的な機会が十分提供可能になれば､試行錯誤

だけで多くの時間を費やす余裕がない彼らにとって朗報

と言えるだろう｡日本人学生との交流促進は､受け入れ

側の大学にとっても望ましいことに違いない｡積極的に

交換留学制度を制定することにあわせて､こうした教育

の模会を整えていくことも､大学の貴務といえるかもし

れない｡

短期の留学生の場合は､長期間在学する正規留学生と

異なり､大学側がその授業設定に苦労することも多い｡

通常の開講授業に彼らを組み込むことは､語学能力や学

修プランの特異性から隼しい面もあり､特設の取り出し

授業に頼らざるを得ない部分がある｡もし日本人学生を

取り込んで､大学の教育的な営みの中により違和感なく､

その教育を位置づけることができれば望ましいが､ニー

ズの特殊な彼らと日本人学生が共有する教育的な機会

は､なかなか案出しにくいのが実情であろう｡本稿では､

日本人学生と留学生との混合クラスを編成し､そこで日

本人学生を留学生の文化学習のための補佐役として位置

づけることで､留学生への適応教育と日本人学生への異

文化接触に関わる教育の両立を試みたい｡こうした混合

クラスは教育機会の設定に悩む大学にとっても好ましい

だろうし､また日本人学生の側に働きかける交流促進策

としても期待できるかもしれない｡

交流促進のために何にアプローチしていくかだが､留

学生と日本人学生との交流が進まない理由を考えていく

場合､まずは言葉､つまり外国語でのコミュニケーショ

ン能力の不足という問題に思い至るかもしれない｡しか

し一定以上の語学力を持っていても､なお困る問題があ

ることが指摘されている (田中､1994)｡それは文化圏

ごとに異なる､行動の規範や様式の問題である｡留学生

が､日本人学生と期待したようなコミュニケーションが

とれず､交流がなかなか進まないのは､どちらかあるい

は両方が外国語を使っているからというだけはない｡自

分の国や文化では馴染みのないやり方で､社会生活､特

に対人行動を進めねばならない不自由があったり､社会

文化的文脈からみて違和感のある行動が誤解を生んだ

り､その仕組みに気づかないまま否定的感情を抱えて交

流せざるを得なかったりすることが､対人関係形成の障

害となっていくことが考えられるのである｡

本稿では異文化接触場面において､文化的な行動の規

範や様式を鑑みたソーシャルスキルに焦点を当て､その

学習セッションを試みる｡ある文化において対人関係の

形成 ･維持 ･発展のために必要とされる行動は､｢ソー

シャルスキル｣と呼ばれている (田中､1994)｡換言す

れば､ソーシャルスキルとは､｢人づきあいの技能 (防

中､2000a)｣のことであるOもし留学など異文化圏への

移行に先立って､留学先で必要になるソーシャルスキル

を事前に身につけておくことができれば､留学後の対人

関係を速やかにかつ円滑に形成することができるであろ

う (田中､2000a)｡形成された留学生の対人関係網 (ソ

ーシャルサポート･ネットワーク)は､各種援助の供給

源となり､異文化適応の上で極めて重要な役割を果たす

ことが知られている (田中､1998)｡ソーシャルスキル

は､認知や行動の具体的なリストとして明示される｡行

動療法で用いられるような技法､例えばロールプレイに

よる実演で現実感を養ったり､小段階方式で行動形成を

図ったり､肯定的なフィードバ ックを重ねて行動の実施

を促したり､実際の行動例を目の前で見ながら観察学習

をするなどが､効果的な学習方法の工夫として取り入れ
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短期留学生とEl本人学生を対象とした混合クラスにおける異文化間ソーシャル,スキル学習セッションの実践

られている｡こうしたソーシャルスキルの学習はこれま

で､幼児から大人に至る様々な対象に向けて実施されて

きているO

今回は異文化圏において必要となる認知や行動の体系

を学ぶ場として､異文化間ソーシャルスキル学習のセッ

ションを構成し､その実践について報告する｡参加者の

編成としては､留学生と日本人学生が小グループとして

集う､混合クラスとする｡留学生には日本における文化

学習を進め､また日本人とのつき合いにみられる対人行

動を､実践的な形で学ぶ教育的な適応支援策の一貫とし

て､本セッションを実施する｡日本人学生には､この学

習に学習補助者として参加してもらいながら､留学生の

困難を親身に理解するホストとなること､また無自覚に

行っている日本人としての日常的な行動を振り返り､認

知行動的な次元での文化文法の存在について､客観的な

眼を養うことを期待する.こうして留学生とE]本人学生

の混合クラスでのセッションから､異文化や自文化への

理解を促し､実践的な課題場面を通じての行動学習を起

点に､その後の両者の交流を促していくことにつなげた

いと考えている｡

Ⅰ.先行研究と本報告の目的

在日留学生や日本人の海外留学生を対象にした異文化

適応のためのソーシャルスキル学習については､1990年

代以降の田中らの一連の研究がある (田中､2000b;八

島 ･田中､1996;Yashlma&Tanaka,2001など)｡在日
外国人留学生を対象とした､ソーシャルスキル学習の実

験的セッションの試行例が報告されている (田中､

2000a)Oそこでは′トグループが編成され､選択された複

数の課題場面でのロールプレイが試みられている｡講師､

またはフアシリテ一夕ーや トレーナーとも呼ばれるが､

その進行のもとで､留学生は課題場面にそって､日本語

や英語を使って寸劇を実施するo講師の補佐役は､コ･

トレーナーやコ･フアシリテ一夕ーとも称されるが､そ

うした役目を持って参加する少数の日本人が､ホス ト役

として演技の際の相手を務めている｡これはロールプレ

イに現実味をもたせるためとされている｡セノションの

効果は､留学生の認知 ･行動 ･情緒に渡っており､課題

場面での行動パターンに関する知識の獲得に留まらず､

異文化接触の意欲の向上や異文化接触場面への不安の低

減など､多岐にわたる肯定的な心理的影響が確認されて

いる (田中､2003a)0

しかし日本人参加者がいた場合､その人たちへの教育

的な効果についてはまだ明らかにされていない｡田中

(2003a)でも､日本人ホストの関わりは補佐的で副次的

なものとして記されているだけで､その役割の務め方に

は検討の余地が残されている｡彼らの存在をどう活用す

るべきかについて､まとまった知見はみられない｡また

混合クラスで醸成される､共に学ぶ場としての空気をど

のように演出していくかは､教育的に重要な課題である

にも関わらず､セッション構成にどう反映させたらいい

のかは未詳である｡短期留学生に特に焦点を当てた場合､

どのような工夫が適切なのかも､十分検討されていない

視点である｡

本稿では､留学予定が比較的短期間である留学生を対

象として､日本人学生と共に混合クラスで異文化間ソー

シャルスキル学習のセッションを行った場合の､学生の

自己評価とコメントについて検討を行う｡セッションを

通じて､参加した留学生と日本人学生はどのようなこと

を学び考え､さらにどう今後へつなげようとしているの

か｡本報告の目的は､短期留学生と日本人学生を対象と

した混合クラスにおける､異文化間ソーシャルスキル学

習のセッションの実践例を紹介し､その教育効果と後の

展開に向けての課題について探ることである｡

Ⅱ.実施方法

田中 (2003b)のセッションの基本骨格を踏紫しつつ､

今回の参加者のニーズや反応にあわせた対応を行って､

異文化間ソーシャルスキル学習のセッションを実施 し

た｡セッションの基本的な流れは､以下の通りである｡

導入 (ソーシャルスキルとその学習方法についての説

明)､課題場面の設定 (学習者のニーズを反映させなが

ら､ロールプレイ用の場面を設定)､-回目のロールプ

レイ(日本人学生を相手役として､留学生が自由に演技)､

フィードバック (留学生の演技のよいところを探す､工

夫への助言)､解説 (文化的な背景や認知行動的なパタ

ーンの説明､質疑)､二回日のロールプレイ (学習した

ことを取 り入れて工夫した演技)､フィー ドバック (留

学生の演技のよくなったところ､演技者らの感想)､ま

とめ (発展的質問､要点の整理)である｡

留学生参加者には一通り､自由に演技してもらう｡そ

の後周囲で見ていた人たちから､肯定的なコメントを出

してもらうよう促す｡演技後は柏手でねぎらい､講師か

らも肯定的な言葉をかけ､つとめて誉める｡否定的な言

葉を避け､受容的な穿開の中で､思いのままに様々な行

動を試すことができるよう配慮する｡セッションは特別

な学習空間であることを説明し､実生活ではこうして学

んだ行動を使うかどうかは自分の判断によること､自分

のとる行動が相手にどんなインパクトを与えるか､どう

受け取られるかを考えた上で､自文化に即する行動も日

本文化に即する行動も､その他の行動も､自由に選択す

ることができると説明した｡知らなければ選択の自由は

ないのと同じことで､この場では日本的な行動を具体的

に紹介してみるので､練習として自由に試すことができ
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ること､日本人参加者に意見を聞いたり質問したりでき

ることを説明した｡

<セッションの設定>

"日本人の行動入門:htroductlOntOJapaneseBehavior

と名付けた､週1回90分×2回 (1週間間隔)の留学生

向けセッションを200Ⅹ年度に実施し川､日本人学生も

参加可能とした｡

<対象者>

Ⅹ大学に在学する､在日予定が-年以内である､いわ

ゆる短期留学生7名 (以下11-Ⅰ7と表記する)(男子

3名､女子4名)､および同じ大学の日本人学生 11名

(以下J1-Jllと表記)(男子3名､女子8名)｡留学生

は全員来日1年以内で､日本語力については初級 (日常

会話にも困難がある)から中級 (日常会話がこなせる程

皮)と自己評価しており､全員が英語圏の大学に在籍し

ている｡留学生の出身地域は､北米4名､オセアニア2

名､西欧1名｡留学生は全員学部生､日本人学生は1名

が大学院生､10名が学部生｡なお日本人学生には留学希

望者が含まれ､3名が後に海外の大学に留学している｡

<セッションの流れ>

セッション中の使用言語は､日本語と英語とした｡大

学の先生との接し方がよく分からないとか､コンパの場

での振る舞いに困惑したといった留学生の体験をもと

に､進行役である日本人講師1名(2)が､2つの課題場面

を設定した｡第1回目のセッションで取り上げた ｢場面

1｣は ｢教授の部屋の訪問｣､第2回目セッションでの

｢場面2｣は ｢飲み会 (飲みユニケーション)｣である｡

問題場面として頻繁に挙げられる場面を､例示場面と

してビデオテープに納めておいたものを活用した｡課題

場面の映像を途中まで留学生に見せて､もしその続きを

自分がやるとしたらどうするかと尋ねた｡そして登場人

物になりかわって､日本人学生を相手に即興の寸劇を行

うというロールプレイ方式で､自由に演じてもらった｡

他の人の演技をまねしなくてよいので､自分の思いつい

たままを演じるようにと勧めた｡

その後､日本の文化的背景の説明を行い､例示演技を

紹介したビデオテープも再生して見せ､更に質問や感想

を募り､日本人学生や講師が社会文化的文脈下の行動に

ついて話していき､意見交換を通じて疑問点の解消を図

った｡その後､新たに知ったことを自由に取り入れて､

2度目のロールプレイをしてもらった｡それを見た日本

人学生には､よくなったと思うところを中心に留学生の

演技への感想を言ってもらい､更に工夫できるところが

あればそれも挙げてもらった｡留学生は､記録用紙に自

分の演技の評価や感想を記入した｡日本人学生も同様に

自分の演技や学習についてふり返った｡合計2回のセッ

ションにおけるロールプレイは､ビデオテープに記掠し

た｡

<記録用紙>

参加者の評価や感想を､2種類の記録用紙を用いて尋

ねた (表1)｡記録用耗1は､ロールプレイ評価表である｡

ロールプレイ中の演技を振り返るもので､留学生は課題

場面において､最初と再度の自分の演技をそれぞれ自己

評価した｡日本人学生はその相手役としての自分の演技

に対する自己評価を､同じく記入した｡記録用紙2は､

セッション評価表である｡第1回目セッションと第2匝Ⅰ

目セッションを併せて､セッション全体に関する評価や

感想を尋ねた｡記妄菜用紙の指示は日本語と英語を併記し､

回答はいずれの言語でもよいとした｡

Ⅳ.結果

セッションと演技に関して､参加者が記録用紙の選択

形式や自由記述形式の設問に対して記入した回答につい

て､概要と具体例を以下に示していく｡

第-回目のセッションは学習の形式についての説明を

多く挟み､学習の仕方に慣れてもらうためのウオーミン

グアップの意味を持つため､ロールプレイの自己評価に

ついては､学習方法が比較的定着した第二回目セッショ

ンで記入用紙1に記した内容を､分析の対象とした｡セ

ッション自体の効果については､第-回目と第二回目の

セッションを分離しては考えにくいため､参加者には二

度に渡って行われたセッション全体を評価の対象として

もらった｡第二回目セッションの最後に､セッション全

体を振り返って､記録用紙2に記した回答を分析の対象

とした｡

個人情報保護のため､固有名詞が記されている部分を

伏せるなど,回答の一部に修正を施した｡また明らかな

誤字 ･脱字には訂正を加えた｡留学生が英語で回答した

ものについては､筆者が日本語に訳して記載した｡記録

用紙 1は全員が提出したが､記録用紙2は日本人学生3

名が未提出であった｡全員が全項目にもれなく記入して

いるわけではなく､空欄や明らかな回答の間違いについ

ては記載を省略した｡また欄外に感想を書き込むなど比

較的自由に用親を用いたものもいた｡以下の分析では､

教示に該当する回答部分について記していく｡

1.演技の評価について

留学生の演技の自己評価については､最初の演技は

｢まあまあ｣だったと答えていた者が多かったが､二度

目には ｢うまい｣と答えた者が最多になっている (表2)0

日本人学生の相手役としての演技の振り返りも､最初は
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表1 記録用紙の項呂

<記録用紙1>
演技について

1.自分の演技をふりかえってください｡

(1)1回自

A.どのくらいうまくできましたか? (選択)

大変うまい､うまい､まあまあ､うまくない

B.次はどうしたらよいと思いますか? (自由記述)

(2)2回員

A.どのくらいうまくできましたか? (選択)

大変うまい､うまい､まあまあ､うまくない

B.1回目と2回日では､あなたの行動はどこか違いましたか?(自由記述)

C.1回目と2回日では､あなたの気持ちはどこか述いましたか?(自由記述)

(3)次はどうしたらよいと思いますか? (自由記述)

<記錬用紙2>

セッション全体について

1.今回の授業でやったことを実際に使うことがありましたか｡(自由記述)

(1)もしあれば､それはどのような状況でしたか｡(自由記述)

(2)その状況でどのように振舞いましたか｡(自由記述)

2.授薬でやったことをこれから使う機会があると思いますか｡(自由記述)

3,授業でやったことを使ってみたいと思いますか｡(自由記述)

4.機会があれば､さらにどのようなことを習いたいと思いますか｡(自由記述)

表2 留学生の演技の自己評価

留学生 初回ロールプレイ 再ロールプレイ 評価
の差評価

評価Il まあまあ うま

い l段階上昇12 まあまあ

うまい 1段階上昇ー3 まあまあ うまい 1段階上昇

Ⅰ4 うまい うまい 変化なし

15 うまくない まあまあ

1段階上昇16 まあまあ う

まい 1段階上昇Ⅰ7 まあまあ うまくない 1段階下降

｢まあまあ｣､二度目は ｢うまい｣ と答えた者が最多で

ある (表3)0初回ロールプレイと再度のロールプレイ

に対する､参加者の評価の差 を求めてみた (表 2､表 3

)0｢大変 うまい､うまい､まあまあ､うまくない｣

をパフォーマンス評価の4段階とみて､隣接する評価に

移動 したときに 1段階の移動､そのまた隣の評価 まで移

動 した場合に2段階の移動 とみなし､上下両方向への変化

をみた｡その結果､初回と比べて二度 目の方が､1名は評

価が下がったが､8名では上がっていた｡1回目より

2回目のパ フォーマンスの評価が下がった 1名 の留学生 (Ⅰ

7)に関 しては､その理由を､｢2回日は少 し早す ぎた｣ と振 り返って 表3 日本人学生の相手役として

の演技への自己

評価学生 初回ロールプレイ 再
ロールプレイ 評価の差評価 評

価Jl まあまあ まあま

あ 変化なしJ2 まあまあ 大変うまい 2段階上昇

J3 うまい うまい

変化なしJ4 まあまあ

未回答J5 まあまあ

うまい 1段階上昇J6 うまくない 未回答

J7 う

まい うまい 変化なしJ8 うまくない

まあまあ 1段階上昇いる｡二度 目の方が､パフォ

ーマ ンスが向上 したと考える参加者が多い｡最初の

演技 と､後でもう一度繰 り返 したときの再度の演技 との

違いを記 してもらうと､行動や気持ちに､何 らかの変化があったとする記述がみ られる｡以下

に､変化のおよそを記 し

てから､各参加者の具体的なコメントを付記する｡コメント文中の下



と述べている｡文化的背景や行動パターンという知識を

学んだことは､文化的な行動の理由を納得することに通

じている｡自分の行動に対しては､より自覚的になって

いる｡振る舞いは､前より自然になった､うまくなった､

とふり返っている｡

日本人学生は､自分の行動を改めて意識した､詳細な

説明に心がけた､といっている｡多くが演技をする際に､

意識して説明を加えたことがわかる｡

【留学生】

･1回目はどうしていいかよくわからなかったが､2回

日には意味やなぜそうするのかという理由が分かった

921 もっと自然になった (Il)

･2回目にはビールを注ぐことについて学んだ｡例えば､

どのようにコップを持つかということや､注ぎ方の順

序を学んだ｡2回目には､先生がスピーチと乾杯の発

声を求められていることを坪解した (Ⅰ2)

(1回目には)この状況でとるべき正しい行動のスキ

ルに関する知識がなかった (Ⅰ3)

･2回目は1回目よりうまくなり､もっと自分の五勉皇
意識するようになった (Ⅰ4)

･実際にどうすべきか分かっていた (Ⅰ5)

･もっと情報を得ていた (16)

【日本人学生】
･教授が乾杯の音頭を取るとき､他の生徒は座ったまま

であるべきだ､という説明を加えた Ul)

･息女上土動きの説明ができたけ3)
･細かいことまで気をつけて､El本の作法をきちんと守

ることができたと思う U2)

･留学生に向けての説明だったので色々意識してやった

05)

･前よりも､気をつけようと意識する点が多 くなった

U8)

<気持ちについての変化>

留学生は､ルールの理解が自信や不安の払拭につなが

ったと述べている｡日本人学生は､留学生に対 して､

｢伝えよう｣｢より丁寧に教えてあげよう｣との配慮をす
るようになったと述べている｡また日本人学生は､自文

化の正確な知識を持ったことが､自信につながっている｡

自らの行動を､意識化する努力が行われている｡

【留学生】
･2回目にはもっと自信を持ってできた｡日本では母国

よりも､ロールプレイやパブリックスピーキング等が

もっと普通におこなわれているので､2回目はあまり

変な感じはしなかった (Il)

･1回目はこのような役割が居酒屋で存在することに太

変不安を感じ､ルー)I,が分からなかった｡2回巨=まJヒ
ールが理解できたので､自信を持ってできた (Ⅰ2)

･場面に即した順序やルールを教えてもらった後だった

ので､期待されている行動が明確になった (13)

･2回目はより滑らかにできた (Ⅰ4)

･2回目はもっと自信を持ってできた (Ⅰ5)

･より多くの情報を学んだので役に立った (Ⅰ6)

【日本人学生】

･留学生が知りたがっていることを考えて説明を行おう

と思った Ol)

･留学生に伝貞ようという気持ちがありそれによって姐

かい部分にもっと気をつけようという気持ちがあった

O2)

･より丁寧に数㍍ あげようとした｡無意識の行動を意

盈止しようとした U3)
･自分の言葉で英語で言うのは難しかったが､ふるまい

方が正確に分かった後なので､より自信をもってでき

た U8)

2.セッション全体の振り返りについて

合計2度に渡るセッション全体を振 り返ったときに

は､課題場面で学習した行動やその実施について､以下

のような潮答が得られた｡

<課題場面と類似の状況を経験したか>

課題場面と似たような状況を経験したとする者は､留

学生に2名､日本人学生に3名いた｡留学生は先生と話

す場面や､飲食場面の経験を挙げた｡日本人学生は､飲

食場面について説明してあげた経験を報告している｡彼

らにとっては､生活の中で実際に出会った場面であった

ことが分かる｡

【留学生】

･初回の講義で学んだルールを､未年のオフィスを尋ね

旦ときに使った｡今回の講義の情報も､友人と居酒屋

に行くときに使ってみようと思う (Ⅰ2)

･日本人と何回か外で夕飯を食べた (Ⅰ4)

【日本人学生】

･飲み会の時に乾杯の音頭は ｢かんばい｣と言う､と教

えた 05)

･留学生たちとお店に飲みに行った｡先生や先輩はいな

い状態 O6)

･留学生の友人が､E]本人の友達の家によばれたので､

冬休みはそこにとまるつもりだと言ったから O9)

<課題場面と類似した状況での自分の行動>

経験した類似場面でどう行動したかと問うと､2人の

留学生はセッションで学んだことを実践したと述べ､そ

の行動に対して肯定的な評価をしている｡1人はセッシ

ョンでの学習を実際に適用してみたものだが､1人はセ

ッション以前の予備知識を元に実行したと述べている｡
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実際の場面に遭遇した場合には､知っている行動なら使

ってみることが分かる｡

日本人学生も､スキルに未習熟の留学生に対しては､

発音の工夫や小道具の使用を交えて､留学生の理解を促

進させようと､自分なりに努力したことを報告している｡

相手のスキル獲得が確認できている場合は､その努力が

省略できて見守るだけとなる｡相手のスキルのレベルを

見極めてから､実用レベルを鑑みた補完的説明が試みら

れる｡日本人学生にとっても､留学生と共に集団行動を

して､必要なら文化的な説明をしてみる機会がある､と

いうことがわかる｡

【留学生】

･まだ敬語を正しく使うのは少し難しいが､先生のオフ

ィスの訪問のしかたがかなりよく分かった (12)

･とてもよくできたn日本に来る前から飲み会に関する

エチケットをしっていた｡それが日本語のプログラム

に組み込まれていたから (14)

【日本人学生】
･ゆっくり発音してみた 05)
･特に何も説明はしなかった｡飲みに行くのに慣れてい

る人ばかりだったので 06)

･乾杯の時に､目上の人に先につぐこと､目上の人のグ

ラスより下に､自分のグラスの口を持っていき､監柾

することを伝えたことがある｡実際に食事中だったの

で､お互いのグラスを使って説明した U9)

なお､欄外に､｢教授と5､6ケ月前に飲みに行った｡

そのときはあまりうまくできなかった｡(Ⅰ6)｣という留

学生の回答が見られた｡すなわち､かつて適切な文化行

動を知らずに､飲食場面で戸惑ったことがある､という

体験が付記されていた｡

<学習内容の実践意欲>

セッションで試したことを､今後実際に使ってみたい

と思うか､という問いに対しては､参加者全員が肯定的

な答え方をしている｡今回学んだことを,留学生は対人

関係形成に有用であると認識しており､自らの社会的品

格の表現や相手への配慮の観点から､使用したいという

意欲を持っている｡日本人学生は､異文化接触場面にお

ける､文化行動に関する意識化と説明への意欲を記して

いる｡

【留学生】

･日本の人にいやな思いをさせたくないし､正しいエチ

ケットを知らないから (使いたいと思う)(Il)

･El本文化において居酒屋に行くというのは重要な部分

だと思うので､使ってみたいと思う (Ⅰ2)

･文化のことを知るようになればなるほど､ことがます

ます容易に進むようになると思う (Ⅰ4)

･何をすべきかを知って友達とうまくやることは役に立

つと思う (Ⅰ5)

【日本人学生】

･私たちにとっては当たり前のことなので､つい簡単な

説明で済ませてしまいそうですが､気をつけて確認を

とったりしようと思う O5)

･今まではEl本のE]常的な文化について説明することは

あまりなかったのですが､これからはいろいろ説明し

ていきたい U6)
′

<潜在的な学習のニーズ>

今回取り上げた課題場面以外にも､文化行動が放り込

まれた対人行動は様々に存在するので､｢機会があれば､

さらにどのようなことを習いたいと思いますか｣と訪ね

てみた｡この問いは､異文化間ソーシャルスキル学習へ

の潜在的な学習ニーズをみる意図でなされた｡El本人学

生1名を除く全員が何らかの希望を挙げており､多くが

それぞれ学びたい課題を抱えていることが分かる｡

留学生からは､具体的な場面設定に関する希望が寄せ

られた｡訪問や食事などの社交場面は､セッションで学

びやすいソーシャルスキルを含む場面である｡′ト色の送

り方や宿泊予約の取り方も挙げられているが､これらは

良好な対人関係形成に資する行動という定義からはソー

シャルスキルとはいえない｡だが対人関係に限らず､異

文化で必要となる行為の要領を､ロールプレイで具体的

に学びたいとの要望があることがわかる｡

日本人学生からは､自文化である日本文化についてよ

く知りたい､留学生の文化や様々な文化についても知り

たい､という自他の文化への興味が記されており､自文

化への探求心や､他文化への好奇心を刺激されているこ

とがわかる｡対人行動に限らず料理を数えたいと述べる

者も1人いたが､多くは日常生活での行動や考え方をう

まく伝えたいと述べている｡留学生の文化的困惑を理解

したい､文化の意識化と説明がうまくなりたい､という

仲介者役割の熟達への意欲が述べられている｡

なお欄外になるが､日本人学生Jlから､留学生の国と

比較しながら説明していくと印象に残ると思う､という

趣旨の提案が書かれていた｡

【留学生】

･日本で食事に出かけるときのことについて学びたい

ult

･日本の家の訪問､敬語の使い方 (Ⅰ2)

･日本人の友人の家の訪問のしかた (13)

･どのように店に苦情を言うか (例 :洋服や破損した品
物を返却する場合)(Ⅰ4)

･三二上の場面で､男性や女性の出すシグナルやサイン

など (Ⅰ5)

･止且をどうやって送るか (Ⅰ6)

･丘三並の予約方法､交通事故の際の対処法 (I7)
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【日本人学生】

･日本人と外国人とで､どのようなときにどのような丘

動の違いがみられるのかということ Ul)

･様々な文化について習っていれば交流も深まると思う

ので､様々な文化を知りたい U2)

･留学生側の文化を知れば､違いに注意して教えられる

U3)

･日本の文化についてもっといろいろ知りたいです｡日

本で普i削こしていることで曾学年が静間に思うことを

知りたい｡そして英語でそれを説明できるようにした

い U4)

･茶道を習ってみたい｡料理が好きなので､日本料理の

作り方とか説明できればいいなと思う｡あと､且杢払

外のせ化についてももっと知っていきたい O6)

･互いの行動 ･老左方をせ化的 ･宗教的背景から考察す

ること O7)

･はじめて会ったときから､どのように友達になってい

iのか?どのようなアプローチをするのが自然か?

08)

･基本的な三上二､上手にジェスチャーつきで温盟する

しかた U9)

･日本の文化を正しく身につけることを習いたい UIO)

･日本人が日常生活でやっていることや思っていること

が､留学年には坪解できない部分があると思うので､

どんな時にそう思うのか､それをどのように伝えたら

分かりやすいのかを習いたいと思う.特に日本人の逸

事についての感じ方をうまく説明できたらいいなと思

う Ull)

<スキルの使用機会>

｢セッションで学んだスキルを今後使う機会があると

思うか｣という問いは､学習課題の適用性や有用性を確

認しようとする意図で設定された｡セッションで壊うの

は､留学生のニーズに応えるような実用性の高い場面が

望ましい｡身近で実用的な課題を選択できたかどうかは､

問題解決や問題発生の予防を鑑みると､実践性を重視し

た学習セッションにとって重要な観点である｡

ところが留学生は､今後の使用機会に関して､否定的

な回答を寄せている｡回答を見ると､内容というよりは

セッションの時期的な設定に反応している｡一方､日本

人学生からは肯定的な回答が得られた｡

【留学生】
･あと1ケ月で帰国するので､おそらくない (Ⅰ3)

･すぐ帰国するのでおそらくないが､覚えておくと思う

(Ⅰ4)

･あと数ヶ月しかいないので､たぷん使わないと思う

(Ⅰ5)

･もうここ (日本)にあまりいないので､使わないと思

う (16)

･この講義は9週間ほど遅すぎた (Ⅰ7)

【日本人学生】

･異文化の人に自分たちの風習を数えることはシチュエ

ーションが違ってもあると思う O2)

･よくあまと思う U3)

･席につく際の､上座 ･下座などの説明は使う機会が五

五だろうと思う U9)

V.考察
本セッションを通じて参加者の認知や行動や情緒面

に､いくつかの興味深い変化が生じていると考えられる｡

以下に､留学生と日本人学生の両者の視点から､セッシ

ョンによる変化や効果と考えられるものについて検討し

ていく｡そして混合クラスという場の設定､および短期

留学生という対象の設定に対応した､セッションの構成

について検討を加える｡

第-に､留学生への効果についてまとめる｡彼らは日

本の文化行動のパターンとその文化的な背景をセッショ

ンで学んでいると考えられる｡ロールプレイを繰り返す

と､自分の振る舞いがより自然になり､かつうまくなっ

たと認識し､それを肯定的に評価しており､行動面での

学習が成立しているといえる｡なお､1回目より2回日

のパフォーマンスの評価が下がった1名の留学生 (Ⅰ7)

に関しては､2回目の方が演技に慣れたため､日本語で

話す速度が上がったことによると考えられ､Ⅰ7が積極的

に試行錯誤を行っていることを示す記述と解釈できる｡

セッションによって根本的にパフォーマンスが後退した

という意味ではないように思われる｡なお留学生にとっ

て特定の､この場合は滞在地である日本の､文化的行動

をとる際の不安の払拭や､自信の獲得は､学習の情緒面

での効果と見なせる｡行動の理由や成り立ちが理解でき

たとしていることは､学習の認知的な面での効果である｡

こうした変化から､適応支援策の一環として実施した本

セッションにおいて､そのねらいに対応した一定の成果

をみることは可能であろう｡

留学生はこの学びを交流に役に立つ､と評価している｡

かつて知らなくて困った飲み会での行動を､今回は学べ

たとする報告もある｡留学生は､社会的場面での振る舞

いや対人関係の形成 ･維持 ･発展において､ソーシャル

スキル獲得の持つ有用性を認識している｡この視点を待

たことは､今後の自然学習､すなわち教室内ではなく日

常体験を通じての経験的な学習においても有用だろう｡

文化圏ごとに対人行動に一定のパターンがあり､観察し

たり説明してもらったりしながらそれを取り入れていく

ことが可能であり､それが社会生活上有用性を持つこと

を､模擬体験を通じて理解し､明瞭な着想として持つな
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らば､今後のスキル獲得が促されやすいだろう｡いわば

学び方を学ぶ､学ぶ重要性を学ぶ意味がある｡大学がこ

うしたアイディアを獲得する教育的機会を積極的に設定

するなら､交流意欲を刺激し､関係性形成の障害を低減

する一策として機能しよう｡

留学生は自分の経験から､具体的に学びたい課題場面

を他にも抱えており､潜在的な学習ニーズが確認された

といえる｡今回のセッション内では､ごく限られた課題

しか扱えなかったが､この要領で習いたい事が他にもあ

るという｡これは対人行動上の悩みや学習の要求を示し

ているだけではない｡対人行動以外の実用的な対応を知

りたいとした意見も混じっていることから､今回の実践

的な技能学習の方法を評価しての反応とみることができ

よう｡異文化での未詳な行動を対人行動に限らず学びた

いという文化的な関心､あるいは異文化での不便さや生

活上の対応の必要性をよみとることもできるかもしれな

い｡講義だけに留まらない行動レベルでの学習を､様々

なテーマで欲しているということは､｢実際に困った場

面を取り上げて､実用的な行動的技能を会得する｣とい

う心理教育の形が､異文化滞在者が関心を寄せる学習形

態であることを示唆していよう｡

第二に､日本人学生への効果について考える｡彼らが

熱心に参加している様子から､基本的には留学生向けに

設定された今回の教育機会が､彼らを十分引きつけるも

のだったことが分かる｡留学生の支援のための場という

設定に､補助者として日本人学生が参加することから学

べることは､少なくないと結論できる｡

日本人学生は､慣れた自文化を素材にした文化学習か

ら､自文化や他文化を学ぶ意欲を高めており､文化学習

への動機付け効果が指摘できる｡自分が異文化滞在者に

なった場合を､逆の立場から見通しておくという経験と

捉えるなら､異文化滞在の予習効果も伴うかもしれない｡

例えば異文化圏で､自分が果たしたような文化的な説明

者を得ようと努力して､異文化滞在をより容易にできる

かもしれない｡今回は留学希望者が参加していたが､彼

らは興味を持って参加しやすいと思われる｡日本人学生

が他国へ出て行くための､準備段階における導入教育と

して眺めていくのも､興味深い観点であろう｡

日本人学生は､自らが比較的無自覚だった日本文化を

見直すことを､新鮮な体験と捉えた｡一般に ｢文化的気

づき (cultureawareness)｣と呼ばれる､異文化コミュニ

ケーションの準備として必要な文化的自覚の段階が指摘

されているが､このセッションは､ホストがこの ｢気づ

き｣を高める機能があったといえる｡すなわち､文化的

気づきの獲得効果が指摘できる｡無意識に実行していた

文化的行動を意識化し､滞在者の視点から眺める体験は､

新たな発見をもたらす｡文化には説明が必要なことが分

かり､どうしたら細かく説明ができるのか工夫し､要領

と努力がいることを理解した｡

こうした理解が発生するメリットは､二つ指摘できる｡

一つは､異文化滞在者の困難への共感的理解や滞在者と

の視点の共有が､滞在者支援に有用であること｡二つ目

には､この理解と説明の実践が､文化的理解を仲介して

いく ｢異文化間インターメディエーター｣(田中 ･松尾､

1993)の能力の獲得と､その実行につながることである｡

すなわち支援能力向上の効果と､仲介能力向上の効果が

あるといえる｡

第三に､混合クラスの意義と課題を考える｡異文化対

応の能力を商養する目的で､留学生を対象とした混合ク

ラスに､日本人学生を補助者として参加させることは､

両者にとっての教育効果と交流の拡大をもたらしうると

いえる｡日本人ホス トが文化的仲介者の役割を果たしつ

つ､異文化滞在者の理解者となり支援に尽力することを

媒介していくことが期待できる､この混合クラスの効用

を､大学側はもっと認識してもよいかもしれない｡もと

もと支援者となる意欲や文化への関心が高い日本人学生

が参加できると､学習補助者としての役割取りが速やか

に進み､セッションの進行は滑らかになるだろう｡また

文化の解説は､あくまでも文化的パターンの例示による

知識の提供であり､実際には個人の行動選択が重視され

ることや､文化行動の強制を目的とするものではないこ

とをよく了解しておいてもらうことも必要である｡セッ

ション中は受容的な雰囲気を醸し出す言動に心がけても

らうことを､周知しておきたい｡

混合クラスならではの難しさも存在する｡両者の異な

る学習ニーズのバランスをどうとるか｡今回は､補助役

として参加した日本人学生にとって､発展的学習が十分

に整えられていたとはいえない｡自分たちにとっての異

文化を含む､多文化を学びたいとの声があった｡今回は

短時間のため､主に留学生の滞在先に関わる文化学習に

焦点を当てている｡だが他の文化と比較しながらある文

化のソーシャルスキルを学ぶという､多文化対応の学習

形態は､セッションとしては十分可能である｡自文化紹

介のディスカッションや自文化学習のプラン作 りを､セ

ッションに取 り入れる方法も紹介されている (田中､

2007)｡特に渡航準備教育としての活用を考えるなら､

対象文化一つのみを集中的に学ぶことと､多文化につい

て学習するのと､どちらを設定するかという､教育過程

上の選択肢に還元することは､興味深い問いの設定であ

ろう｡

第四に､短期留学生の特徴に鑑みて､セッションの課

題を考える｡セッションの実施時期は､今回の反省点と

して指摘せねばならない｡本セッションは留学生の来日

後､数ヶ月を経過してから実施されている｡ある程度日

本文化を実体験してから学習に臨むので､実生活上の課

題を解決する意義や動機付けは高いかもしれない｡しか
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し短期留学生は滞在期間が限られているため､できるだ

け早 くに留学先の文化に慣れることが重要だという面

は､無視できない｡｢学習内容を今後実地で使う見込み｣

を尋ねたときに､もうすぐ帰国だから使いたいけれど使

わないだろう､という反応がみられたことは､交流-の

具体的効果を確認 しにくいという意味で残念といえる｡

文化学習として興味深かったと述べているので､学習の

意義は無ではなく､帰国前に文化理解を整理できたメリ

ットはある｡ただ短期留学生の異文化適応や交流促進を

目的に据えるなら､ある程度早い時期にセッションを実

施する方がよいだろう｡可能なら渡航前に､いわば文化

的な予習として教育機会を提供することも考えられる｡

最後に､今後のセッション構成について考える｡より

長時間のセッションが企画できるならば､留学生に自国

のスキル紹介や日本人向け学習プランの作成をしてもら

ったり､ディスカッションの中で留学生に自国のやり方

を闘いたりするなど､文化行動の相対化をねらったセッ

ション運営を試みるのも興味深い｡日本人学生が多い場

合には､滞在者支援の視点だけではなく､多文化への興

味が増す機会としての面を補強して､文化交流的機能や

文化間比較を積極的に取 り入れる構成も一案である｡ し

かし､問題解決的な観点からの実効性ある行動 レパー ト

リーの獲得という､セッションの本来の性格を生かすな

ら､他の授業とシリーズを組んでその一貫としてパッケ

ージに収める､といった工夫が安当であろうと思われ

る｡

短期留学プログラムは､大学の国際化を主目的として

推進されている｡限られた滞在期間ではあっても､短期

留学生もこうしたセッションでの学びをきっかけに､文

化交流の架け橋 としての存在意義を自覚していくことが

望まれる｡人対人のつき合いに進んで触れていくこと､

草の根 レベルの国際化に受身ではなく能動的に貢献 して

いくことが期待される｡そのための能力を高めていくと

いう教育的な支援を､大学は例えば今回のような形で用

意することができることを提案したい｡
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(1)プライバシ-保護の観点から､実施時期の詳細を伏せた.
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